
令和６年度 幼保小架け橋プログラムに関する調査研究事業  

枚方市教育委員会 児童生徒課
支援教育課
教育研修課
教育指導課

枚方市役所 私立保育幼稚園課
 公立保育幼稚園課

令和６年（２０２４年）８月１日（木）１５：３０～１７：００
※１３：００～１５：００ 会場開放（校区会議可能）
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○大阪教育大学
総合教育系 次世代教育部門

佐久間 敦史 准教授による講義

○校区別交流・校区版架け橋コンパス作成
・1学期分コンパスの見直し
・２学期分のコンパス作成

○振り返り（次回に向けての課題）

○架け橋コンパス改良の方向性について
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佐久闊先呈によるご麟義



『蒙9十籠コンヽ “"訂良〇
方冑性について



～校区の取組が反映され、２年間の子どもたちの育ちが表れるコンパスにするために～

コンパス改良の視点
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・黄色（チャレンジ）緑（コラボレーション）ともに、
スモールステップで設定されている。

・特に接続期において、「１０の姿」に基づいて設定されている。
・活動や教科学習とリンクさせられる資質能力が設定されている。

系統性が意識された良い例（推奨していきたいコンパス）

こうした活動を通
して、コラボレー
ションやコミュニ
ケーション能力を
高めてきたんだな
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１年生

◎スモールステップでチャ
レンジの対象を広げつつ、
２年生に向けて新たな挑戦
を支援できている

△グループ活動は幼児期
も４・５月にも取り組ん
でおり、この時期の特色
とは言い難い。

２年間の成長を横のつながりで見直してみると…
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体育

lしールに削って競技を行う 心ーに舌・わせた全身浬勃

新しい環境にチャレンジ ］新しい目標にチャレンジ

いろいろなことに自覚的にチャレンジ

身近な自然の変化にチャレンジ 様 々な歳の友だちとの協働にチャレンジ

新しい友達とコラボレーション

自分から新しい友達に声を

かけてコミュニケーション

コラボレーションのよさや 1もっと広く深く大きなコラ

楽しさが分かル造l二だ つ主I~- .:::-'~~'--=-即生土
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５歳児 ２・３月 １年生 ４月～10の姿
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スタートカリキュラム
の中でも特に大切にし
ている活動について写
真を載せよう

「友だちや先生の素敵
なところを見つけてみ
よう」の方がこの時期
にピッタリだな

自分たちの言葉で気付い
たことをたくさん話して
いたなぁ
「大きい筒の方が水を遠
くまで飛ばせるよ」
「強く押すほど、水を遠
く飛ばせるよ」吹き出し
でいれておこう

タブレットも活用した
から載せておこう

○○の単元の導入で、
幼児期の経験をたくさん
聞き出したなぁ。
追加しておこう

縦のつながりから、それぞれ
の資質能力や写真、環境設定
などを見直す。書き加える。

縦のつながり
その時期に重視している

ポイントの視覚化 いろいろなことに旦常的にチャレンジ

しい瑛境にチャレンジ i身近な自然の変化にチャレンジ ：様々な歳の友たちとの協樹に

新しい友達とコラポレ ション

多様な考えを尊苔してコうポレーション

身近な環塩とコラポレー ［グループてコラボレーション

自分から新しい友達に声を
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人や施設と関わってい

るんだなぁ
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幼児期の環屯を生かした
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ぐ工
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気づきや発見を自分の官 ：自然や生き物ともコミュ 目粽に向かってコ ミュニケー<i

葉てコミュニケーション ニケーション

様々なことを関連付けて、自分の考えを深めていこう

自分にもてきるこがあ ：どうしたらもっと元気に 自分たちの生活は様々な人や

るか考えてみよう ：育つのか考えてみよう ：わっているんだなぁ

自分の得定なことに自信を持とう

自分の中の可能性を

切に

＝ ］規則正しく謎康な生活 ］お互いに寄9添う気や

：を大切に

思いや気持ち、

発見などの伝え合い

みんなと ロしみながら創り出す
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楽しい、安心の学校生

活を大切に

幼児期の環屯を生かした

環埓設定

笑頼て生活
幼児期の体，ニ

ペアて活動

グループて活動

を引き 'ぐ

］自分の中の可能性を

：切に

自分の得定なことに自信を持とう

：規則正しく縫康な生活 ：お互いに寄リ添う気持ちを犬
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思いや気持ち、 i体格差を定哉しながら、臨技に臨，む
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コンパス作成の全体スケジュール

｛5/10) (8/1) 

r 、l
アプローチカリキュラム~| l小学校1年生卜2学期

スタートカリキュ,ム )..l就学前施設の経験

入学式前後の数か月の 1学期の接続を生かし｀

：：は塁芸芦 新学期の計画を記入
｀ 

.. 
＇ 

｀ 

2年間全体

r
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2学期の取組を記入・記録

しつつ` 架け橋期全体のカ
リキュラム表へ



今日のゴール

①横のつながりを意識しながら、資質能力が
効果的に配置されているか確認＆見直し

②縦のつながりを意識しながら、資質能力と
学習活動、資質能力と活動内容がリンクして
いるか確認＆見直し

③２学期部分を作成。単元によっては交流
活動に取り組むなど、校区に合ったカリ
キュラムを！

④幼児期側の活動、完成！

縦
の
つ
な
が
り

横のつながり

作成しているコンパスの改良 コンパスの拡充
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：（教材｝竹馬、リレ稲刈り、＿い個人画

ーマに 一、表現あ も堀り 描画＋

て、活そび（劇あ 具）・（テ

1容を決そび）、戸 マを決

準備、板のぽり て）個人

iする 作、共

身近な環境に自分なりにチャレン ジ
を持 日常生活の中で数量、図形、位置、時＇時間を意識して行動す ・興味関心から知的好奇

夫して間に関心を持ち、生活やあそびに取り る。簡単な標識や文字、 心を満たしていく力が

れる。 図形などに関心を持ち

考えたり、日常毎

様々なことに向かうコラポレーシSら 疇”噸疇雫し

し難しいことにも友だち同士で支 ＇共通の目的に向か

。 え合い、教え合いながら乗り越えて 分たちで役割分担やI

いける。 ル決めを行い、主体的に 組む力をつける。

生活やあそびを進める．

器ありズム、―卒

!Jぁ薗式お別
れ会

他
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連

具
体
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動
名

ひらがな数の学誓ひらがな数の字習
なんばんめ

且 I学杓のルールや時稗，，，知りルールや

する。

マで目裕の

てエじ古い、合意を作ってま 考えをまとめて、分か

いく。 るように話す。



枚方架け橋チャットのご案内

呵ヨ
事務局から好事例を発信！

コンパス作成のヒントになりそうな

事例の紹介I

※校区の先生方への連絡には、引き続きClassroom
ご活用ください



會籍Q予

纂3凰
『鰭偏~IJヽ遍鑽握皇奮連絡会』

會積9年IRZ4日 ※甘テライト闘饂予定

15=00~11=00 
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